
社会貢献活動（地域ボランティア活動）の実施報告

（一社）長野林業土木協会

活動内容 エメラルドグリーンに美しく輝く清流
「阿寺渓谷」において景観整備活動を実施

１ 実施年月日 ： 令和３年７月７日（水）
２ 実施場所 ： 長野県木曽郡大桑村 阿寺国有林
３ 参加会員数 ： 木曽支部会員 ７企業 ９人

木曽森林管理署南木曽支署職員 １３人
他団体等 ２９人 計５１人

４ 活動内容：
木曽森林管理署南木曽支署は、長野県南部の国有林、約３万ｈａを管理経営してい
ます。
管内の阿寺渓谷には、木曽五木や千畳岩などの観光名所があり、渓谷を流れる阿寺
川は透明で美しいエメラルドグリーンで、光によって色の濃さが変わります。
上流には集落もダムも何もない手付かずの自然が残され、特に春の若葉や秋の紅葉
の季節には、素晴らしい景観を楽しむことができます。
また、かつての森林鉄道跡が散策道として整備されており、森林浴を満喫できるの
も魅力の一つです。更に、顔を洗うだけで美しい肌になるという伝説の「美顔水」が
湧き出ていることでも知られています。
当協会の木曽支部は、毎年、南木曽支署管内でボランティア活動を行っています。
今年も、あいにくの雨模様でしたが、阿寺渓谷入口から阿寺渓谷キャンプ場までの
区間を、新型コロナウイルス感染症対策に留意しながら、手分けして、林道沿いの下
草刈りやゴミ拾いなどの景観整備作業を行いました。
この作業の結果、周辺は見違えるようにきれいになり、阿寺渓谷を訪れる多くの観
光客に、美しい自然を満喫していただけるものと考えています。

活動写真

作業前のミーティング美しい阿寺渓谷



社会貢献活動（地域ボランティア活動）の実施報告

（一社）長野林業土木協会

活動内容 美ヶ原国有林（美ヶ原自然保護センター駐車場）で
「国有林クリーン活動」に協力

１ 実施年月日 ： 令和３年７月１４日（水）
２ 実施場所 ： 長野県松本市 美ヶ原国有林
３ 参加会員数 ： 中信支部会員 １８企業 ２１人

中信森林管理署職員 ４人
他団体等 ９人 計 ３４人

４ 活動内容：
中信森林管理署は、北アルプスを含む約１０万㏊の国有林を管理経営しており、登
山や観光などに国有林を訪れる方々に美しい環境のもとで雄大な自然を楽しんでいた
だくため、毎年、「国有林クリーン活動」を実施しています。
松本市東部に位置する美ヶ原は、県内でも屈指の観光地であり、平成５年に設置さ
れた「美ヶ原自然保護センター」は、「思い出の丘」と続くお花畑への入口となって
いることから、美しい自然の啓発や自然保護活動などの拠点となっています。
今年も、中信森林管理署の呼びかけに応じて、当協会の中信支部の会員や長野国有
林森林整備協会などから、総勢３４人が「国有林クリーン活動」に参加しました。
当日は新型コロナウイルス感染症対策に留意しながら、広い自然保護センターの駐
車場の周辺で、投棄されたゴミを収集するとともに、外来種で在来種のタンポポと交
雑するセイヨウタンポポの抜き取り作業を行いました。

活動写真

美ヶ原自然保護センター

作業に参加された皆さん



活動写真

セイヨウタンポポの抜き取り作業

セイヨウタンポポの抜き取り作業

作業前のミーティング



社会貢献活動（地域ボランティア活動）の実施報告

（一社）長野林業土木協会

活動内容 林道沿線の草刈りを実施

１ 実施年月日 ： 令和３年８月３日（火）
２ 実施場所 ： 長野県飯田市林道松川入線及び林道桧沢和合路線
３ 参加会員数 ： 天竜支部飯田地区治山事業安全協議会 ８企業３０人
４ 活動内容

伊那谷流域は、我が国を代表する大断層「中央構造線」が貫通しており、この
中央構造線は、激しい地殻変動の影響を受けたもろい岩石地帯であるため、日本
屈指の災害多発地帯とされ、「３６災害」では伊那谷地域に甚大な被害が発生し、
その後も豪雨・台風のたびに林地崩壊が発生しています。
このため、中部森林管理局では伊那谷総合治山事業所を設置し、国有林のほか

民有林でも小渋川地区（大鹿村）、松川入地区（飯田市）で民有林直轄治山事業
を実施しています。
また、これらの事業に関わる会員企業は、事業の円滑な実施や安全施工等を確

保するため、治山事業安全協議会を組織しています。
今回は、飯田市民の水源となっている松川ダムの上流域である松川入地区で、

通行車両の安全確保のため、事業でも使用する林道の整備を行うこととしました。
当日は、飯田地区治山事業安全協議会会員８企業３０人が参加し、各社が所有

する草刈り機を使用して、飯田市が管理する林道松川入線及び林道桧沢和合路線
の、合わせて延長約１２kmの草刈りを実施しました。

活動写真

松川入地区の治山事業施工地 作業前のミーティング

林道沿線での草刈り作業



社会貢献活動（地域ボランティア活動）の実施報告

（一社）長野林業土木協会

活動内容 大阿原湿原の遊歩道を高校生と協力して整備

１ 実施年月日 ： 令和３年８月５日
２ 実施場所 ： 長野県伊那市 南信森林管理署黒河内国有林220イ林小班
３ 参加会員数 ： 南信森林管理署職員 ５人

上伊那農業高校生徒 ２０人
天竜支部伊那・諏訪地区協議会 ６企業７人 計３２人

４ 活動内容：
南信森林管理署は、南アルプスから中央アルプスにまたがる約４０万㏊の国有

林を管理経営していますが、管内の長野県富士見町に所在する大阿原湿原（標高
約1,810ｍ）は、高層湿原としては国内最南端にあり、面積は約１２ha、外周に
１．７kmの散策道があり、南アルプス（中央構造線エリア）ジオパーク、南アル
プスユネスコエコパーク内に位置しています。
当協会では、今年も、上伊那農業高等学校の生徒に実技指導を行いながら、こ

の湿原の散策道の整備を行うこととしました。
この活動は、林業土木の専門的な知識と技術を伝えるとともに 環境保全への

理解を深めるための体験実習と社会貢献活動を兼ねて行っているものであり、今
年で１７回目となります。
当日は、当協会の会員と南信森林管理署の職員、上伊那農業高等学校２年里山

コースの生徒を合わせて３２人が参加し、会員及び森林管理署の職員が生徒たち
を指導しながら、木道の踏み板の交換、腐食した杭の交換、散策道を覆うササの
刈り払い、木道の一部の新設などを、手分けして実施しました。
当協会では、平成２４年から林業土木のプロとして生徒の技術指導を行ってお

り、今後も継続してこのような活動を実施していく考えです。

活動写真

作業に参加された皆さん 小林辰男署長のご挨拶

生徒向けの署員による森林教室 作業前のミーティング



会員による生徒への作業の説明 会員よる生徒への実技指導

木道の補修を行う生徒たち

木道の補修作業 作業終了後のミーティング



活動写真

雨の中での林道沿線の草刈り作業

雨の中での林道沿線の草刈り作業


